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渡辺源四郎商店　作・演出：畑澤聖悟

作・演出：畑澤聖悟

Farewell to Nuclear Robot Mutsu
Soldiers of Love
Watanabe Genshiro Shoten
Text, Direction: Seigo Hatasawa [Japan]

Moshi-ita – What if the manager of 
a high school baseball team called in 
an Aomori itako  shaman?
Text, Direction: Seigo Hatasawa [Japan]

さらば！ 原子力ロボむつ ～愛・戦士編～

もしイタ
～もし高校野球の女子マネージャーが青森の「イタコ」を呼んだら
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自身の創作の両輪となる2作を2本立てで

―F/T初参加にして2本立て公演、加えて高校演劇
部として参加するということはフェスティバルにとっ
ても画期的なことかと。自身の劇団・渡辺源四郎商
店（なべげん）と、教員として勤務し、顧問を務める
青森中央高校演劇部は畑澤さんにとって欠かせな
い創作の両輪ですね。
畑澤　この二つの団体で活動するということは、
僕にとって「青森という地方、田舎で演劇をしてい
ること」と「高校演劇は世間的には軽んじられがち
である」という、創作の大前提にして、大きなコン
プレックスでもある「現状」を常に意識しながら作
品をつくることを促してくれる。それこそが、僕が
演劇を続ける大きな原動力です。
―『さらば～』は2012年になべげんで初演した『翔
べ！ 原子力ロボむつ』（ロボむつ）のリ・クリエーショ
ン作品ですが、それ以前に今夏、『さらば～』を高校
演劇版にもしたとうかがいました。
畑澤　なべげんや外部へ執筆した作品の題材に、
別の視点や切り口を加えて高校演劇版を創作する
つくり方をここ数年続けています。一番の理由は
新作をゼロから立ち上げる余裕が自分になかったこ
とですが（苦笑）、やってみると「高校生が演じるた
めの必然性」を作品に加味することが、予想以上に
創作の可能性を広げてくれたんです。高校演劇版
『ロボむつ』はその成功例のひとつ。

　核サイクル施設や中間貯蔵施設に加え、核燃料
再処理場もできるだろうという土地が自分の暮らす
県内にある。そのことが、高校生にとってどういう
意味を持つのかを改めて考えたとき、「これは世代
の問題だ」と思い当たった。施設は高校生たちの
祖父母の世代が誘致したもの。施設で扱うものは
危険極まりない代物で、10万年経たなければ安全
にはならないという。そんな誰にも責任の取れな
いことを「丸投げにした世代」と「丸投げにされた
世代」、両者を対比させることで、10万年という途
方もない時間にある種のリアリティを持たせられる
のではないか、というのが発想の起点です。高校
生版の創作で感じた手応えを、今回の『さらば！～』
でさらに深化させたいと思っています。
―出演は、なべげん劇団員と客演に青森中央高校
演劇部員も加わる混成チームです。
畑澤　チーム編成は、青森港に博物館として係留
されている青函連絡船・八甲田丸船内で2012年か
ら上演している市民参加劇で得たノウハウを活か
しました。今回のF/Tの別プログラム「まなびのア
トリエ」では昨年の第二弾『私と空と八甲田丸』が
上映されますが、このシリーズでは演劇経験のな
い一般市民の方となべげんメンバーの間を、演劇
部員が“埋めて”いるんです。部員たちはアンサン
ブルとして群集役などだけでなく、船に併走するカ
モメやイルカの群れ、波や風音などの音響効果ま
でもすべて身体と声で表現します。

インタビュー  畑澤聖悟 

表現を身につけている。「人は石垣、人は城」の言
葉どおり、SF的な色合いの濃い『ロボむつ』に物量
的なスケール感をプラスできる、最高の助っ人だと
思っています。
―戯曲の内容的に新たに加味されるものはありま
すか。
畑澤　劇中、舞台となる架空の町が、自分たちに押
しつけられた核関連施設を盾に日本から独立した
うえ、首都・東京に宣戦布告するという場面がある
のですが、その辺りをもう少し書き込みたいと思っ
ていて。そもそも『ロボむつ』は、東京の観客に見
せることを強く念頭に置いた作品。青森に核サイ
クル施設があることも、他の地域の原子力発電所
に関しても、その裏側には地方と東京の「対立の構
造」がある。東京の都市機能を保つための発電、
その廃棄物がなぜ青森に集められるのか。そのこ
とを、少しでも考える機会を演劇でつくりたかった。
宣戦布告の場面は、そんな僕のささやかな復讐心
を込めて書いたもので、そこはもっと掘り下げたい
と思っています。
―そういった「地域からの視線」を演劇で突きつけ
られる機会は、東京の演劇シーンではあまりないと
思います。
畑澤　そもそも「差別」というものは、“する側”に
は特別な意識はなく“される側”に問題があるんで
すよね。たとえば台風を伝えるキャスター。キー
局のニュースで彼・彼女らは、台風が東京を通過し
た時点で“終わった”ような発言を普通にする。確

かに北上するうち台風は弱まるけれど、宮城あたり
が暴風域だということに対する配慮が感じられな
い。そういう言葉どころか意識にも上らないレベ
ルの差別を、いくら“する側”に語っても“される側”
の気持ちは伝わりません。でも演劇でなら、戯画化
した表現を含め、少しは突きつけられるのではない
か。『ロボむつ』はそんな想いから生まれた作品で
す。

高校生たちの“埋める力”が作品の要になる

―『もしイタ』初演が2011年秋、『ロボむつ』は
2012年春初演。両作品にはやはり、東日本大震災
の影響が大きいのでしょうか。
畑澤　もちろんです。2011年3月11日の直後は途
方に暮れました。「震災の当事者でない自分」を強
く感じたからです。青森県の被害は、沿岸部では
津波のあったところもありますが、実質は数日の停
電とガソリンや灯油などの不足程度でした。被害
が深刻な三陸沿岸や福島からは表現としても、湧き
上がる声としても圧倒的に強いものが出てくるだろ
うそのとき、語弊のある言い方かも知れませんが、
青森にいる自分には何ができるかを考えてしまっ
た。大きなくくりで言えば「東北」という同じエリア、
コミュニティにいて、そこで起こった大き過ぎる出
来事に無関心ではいられないし、自分がつくる作品
に影響が出ない訳もない。どうすべきか悶々とす
るなかで出した結論が、「距離」には誠実になろう

核廃棄物をめぐるさまざまな葛藤を人情劇
に込めた『さらば！ 原子力ロボむつ～愛・戦
士編～』、震災でチームメイトや家族を失っ
た少年の成長を描く『もしイタ』。東日本大
震災以後の東北の現実を、演劇の想像力を通
して伝える2作品は、いかに生まれ育ったか。
地域の暮らしに根ざした創作、その眼差しが
捉える「現在」とは―。 『翔べ ！ 原子力ロボむつ』（2012年）

地域からのまなざし、
高校生と共に育つ作品

　これは今回上演する『もしイタ～
もし高校野球の女子マネージャー
が青森の「イタコ」を呼んだら～』
で培ったスキル。被災地の方々
に演劇で何ができるかを考えたと
き、身ひとつでどんな場所へでも
行き、高校生たちのエネルギーを
感じてもらうことしかないという
発想から生まれた『もしイタ』は、
衣裳や大小の道具類、照明・音響
効果も一切使わないという上演形
態。彼らは体育館やグラウンドな
ど何もない場所に劇空間を立ち上
げ、シーンを想像してもらうための
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ということでした。
　被害の大きかった地域や都市との距離、深刻な
打撃を直接受けた方々との距離。今回の2作はそ
れら「距離」を、創作過程で熟考した作品です。『も
しイタ』は青森が舞台ですが、劇中に震災によって
チームメイトや家族を失った高校生を一人登場させ
ることで成立させられた。一方の『ロボむつ』は、
地域も人も完全に青森のみ。だからこそ東日本大
震災の裏側にあるもの、震災の遥か以前から脈々と
続く、無意識下の東北差別を東北の視線から見る、
という構造の作品になったのだと思っています。
―特に『もしイタ』は東京に限らず、13都県2700市
町以上で上演され続けている。これは従来の高校
演劇の領域を越えた展開と成果でしょう。このこと
により、畑澤さんの演劇に関する指針や定義に変化
はありましたか。
畑澤　実は『もしイタ』の展開について、特別な感
慨も違和感もないんです。作品の認知が高まるこ
とで、被災地への慰問公演などに批判的だった周
囲が手の平を返した態度にはなりましたが（笑）。
　なべげんの俳優は他に仕事を持っている人間が
多いので、頻繁な遠征公演やロングランは難しい。
でも高校生ならば休みを上手く使えばそれができ
る。なべげんではできない「演劇でやりたいこと」
が、高校演劇部ではできたんですよね。それはも
ちろん、学校や保護者の方々の理解を得たうえで
のことですが。
　最初は『もしイタ』のツアーは2～3年くらいの期
間と思っていました。でも去年、アンケートなどの
感想に「こんなこともあったのだ、と思い出しまし
た」という言葉があるのを見て、人の記憶の中での
風化の速さにゾッとした。これは意地でも上演し続
けなければいけない、と改めて思ったんです。そ
の点では、今回のフェスティバルへの参加も良い機
会だと思っています。
―公演以外にも、今夏はF/Tの企画の一環として東
京の高校生対象のワークショップもされました。
畑澤　演劇部員ではない生徒も多く、面白い体験
でした。オリジナルをその場でつくるのではなく、
『もしイタ』を一緒につくるワークショップですか
ら、あまり青森の高校生との違いなども感じず、集
中して芝居づくりに取り組む時間になったと思いま

す。うちの部員3人と、東京にいたOG・OB3人が
サポートに入りましたが、結局3日間で『もしイタ』
全編をつくってしまった。高校生の吸収力にはい
つも目を見張ります。
―その吸収力、適応力をフルに活かしたのが今回
の2作ですね。
畑澤　ええ、部員たちは、たとえば本番当日に欠員
が出たとしても、少し打ち合わせをすればその場で
穴埋めできてしまう。先日も稽古中一人過呼吸状
態で倒れたのですが、芝居を続けながら患者を休
憩室に運び、介抱しながらも、結局全編演じ通して
しまった。僕がアバウトな人間なもので、何か事が
起きると「なんとかしろ」「はい、なんとかします！」
というやりとりが部内では日常的で（笑）、そのせ
いかうちの部員は“埋める力”＝現場適応力が非常
に強い。この公演でもその“埋める力”をお見せで
きるはず。結果、これまでのF/Tには少なかったで
あろう高校生や高校演劇に関わる方たちにも、足
を運んでもらえたらいいなと思っています。
 （取材・文＝尾上そら）

はたさわ・せいご
1964年秋田県生まれ。劇作家、演出家、渡辺源四郎商店主宰。青森
市を本拠地に全国的な演劇活動を行なうほか、他劇団への書き下ろし
も数多く手がける。『俺の屍を越えていけ』で2005年日本劇作家大会
短編戯曲コンクール最優秀賞受賞。『翔べ！原子力ロボむつ』で第57
回岸田國士戯曲賞ノミネート。ラジオドラマの脚本でも文化庁芸術祭
大賞、ギャラクシー大賞、日本民間放送連盟賞などを受賞。現役の公
立高校教諭であり演劇部顧問。指導した青森中央高校および弘前中
央高校をあわせて8回の全国大会に導き、最優秀賞3回、優秀賞4回を
受賞している。

『修学旅行』からポスト『河童』まで

　青森県立中央高校は、これまで高校演劇の全国
大会に8回出場し、3度日本一に輝いている。
　2003年9月の青森県東青地区大会、私は『修学
旅行』誕生に出会った。今や高校演劇界で知らぬ
者はいないスタンダード作品だが、その衝撃たる
や !　テーマ性など意識せずに女子高生のけんかと
ギャグに大笑いしていた観客は、いつのまにか、こ
の修学旅行の真の目的地に連れて行かれている。
2005年夏の全国大会（青森）で最優秀賞に輝いた
上演は、八戸市公会堂ホールが一つになって笑い
どよめき、うねり、クライマックスの枕投げに歓喜
し、そして、しんみりとラストを迎えた。まさに演
劇の神様が微笑んだ奇跡であった。
　2008年、青森中央高校が再び高校演劇日本一
に輝いたのは、『修学旅行』と真逆とも言えるトー
ンでいじめを描き、差別の構造を鋭くえぐり出した
『河童』であった。実は、いよいよ全国大会（群馬）
出場という春に、畑澤は青森県立弘前中央高校に
転勤となり、その後しばらくは戯曲提供という形で
関わることになる。部活動の時間に演劇部員とと
もに作品を練り上げることができない状況で、翌
2009年の『ともことサマーキャンプ』は、畑澤が高
校演劇以外のフィールドで執筆した『親の顔が見た
い』のテーマを、高校生の視点で掘り下げていく道
を選んだ。
　ちなみに、畑澤が弘前中央高校演劇部のために
潤色した『あゆみ』（作／柴幸男）は、弘前生まれの
一人の女性の生涯を描き、2010年の全国大会（宮
崎）で優秀賞を受賞した。奇しくも、全国大会出場
の春に青森中央高校に転勤となったが。
　再び青森中央高校演劇部の顧問となった畑澤は、
『イノセント・ピープル』取材時に想を得たプロット
で、『私たちはサルではありません』を執筆する。
核の問題、被害者と加害者の関係や意識等、畑澤
がこだわるテーマの集大成とも言える意欲作だが、

これまでの青森中央高校演劇部の方法論やカラー
と、今ひとつ噛み合なかった感が否めない。そん
なとき、東日本大震災が起こったのである。

『もしイタ』被災地応援公演はじまる

　青森市の被害状況は2日間余の停電と灯油不足
程度で、津波の被害を被った八戸市や、福島県、
岩手県、宮城県と比べるべくもない。演劇部員た
ちは懸命に考えた。なんとか、演劇で被災地の人々
を元気づけることはできないものだろうか。たと
え電気がなくても、劇場でなくてもできる芝居はな
いだろうか。
　こうして、東日本大震災によってチームメイトや
家族を失い、青森に転校してきた主人公の成長を
描く『もしイタ～もし高校野球のマネージャーが青
森の「イタコ」を呼んだら』が生まれた。大きな特
徴は、舞台装置、照明、音響、小道具を使用しない
こと。避難所として使用された体育館や集会場で
の上演しやすさを前提に考案された演出である。
ホール上演の際も、地明かりはつけるが、効果音
やBGMはすべて肉声のまま。衣裳もTシャツと学
校指定のジャージ。とにかくシンプル。すべてを
人間が表現するこの演出は、演劇の、芸能の原点
を想起させる。
　もう一つの特徴は、全員が常に観客の目にさらさ
れている、つまり、出ずっぱりであること。30名前
後の演劇部員が全員舞台を駆け回り、劇中歌を歌
い、木やカラスや時計やチアガールや……それぞ
れが平均10役以上を演じ分ける。「演技をしたくて
演劇部に入った高校生は、全員出演」という演劇
部顧問としての畑澤の信念が結実した。
　2012年の全国大会（富山）で上演した『もしイタ』
で、青森中央高校演劇部は3度目の最優秀賞を受
賞する。審査員の西堂行人氏をして「2012年にこ
ういう作品が生み出されたことは、事件」と言わし
めたが、被災地応援公演を積み重ねたからこそ、

青森中央高校演劇部と顧問・畑澤聖悟
工藤千夏（渡辺源四郎商店ドラマターグ）

2014年6月　『もしイタ』公演を行った石巻・大川小学校にて
提供：青森県立青森中央高校演劇部
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『さらば！ 原子力ロボむつ　～愛・戦士編～』

作・演出：畑澤聖悟 
出演：工藤由佳子、三上晴佳、工藤良平、音喜多咲子、奥崎愛野、佐藤宏之、
夏井澪菜、松野えりか、畑澤聖悟、山田百次（劇団野の上、青年団リンク ホエイ）、
三上陽永（虚構の劇団）、北魚昭次郎
青森中央高校演劇部（蝦名和希、白石竜也、松尾健司、我満望美、尾崎花梨、
折舘早紀、末安寛子、赤坂玲雄、吉田夏海、榊史也、豊嶋未沙樹、畠山宏介、
吉川侑里、小谷ありさ、松村美里、是川詩乃、三上優葵、山口真実、森雪杜、
木村慧、堀慎太郎、三津谷友香、太田奈緒、木村紗智子、近藤三鈴、金野里音、
菊池果歩、山崎亜純）
ドラマターグ・演出助手：工藤千夏
音響：藤平美保子
照明：中島俊嗣
舞台監督：中西隆雄
衣裳：イカラシチエ子
美術：山下昇平
プロデュース：佐藤 誠

制作： なべげんわーく合同会社、、植松侑子・松宮俊文（フェスティバル /トーキョー）
インターン： 岡崎由実子、神永真美、清水千奈美
フロント運営： 三五さやか
協力： サードステージ

記録写真：松本和幸
記録映像：株式会社彩高堂「西池袋映像」 

製作：渡辺源四郎商店
共同製作・企画・主催：フェスティバル /トーキョー

『もしイタ ～もし高校野球の女子マネージャーが青森の「イタコ」を呼んだら』

作・演出：畑澤聖悟
出演：青森中央高校演劇部（蝦名和希、白石竜也、松尾健司、我満望美、尾崎花梨、
折舘早紀、末安寛子、赤坂玲雄、吉田夏海、榊史也、豊嶋未沙樹、畠山宏介、吉川
侑里、小谷ありさ、松村美里、是川詩乃、三上優葵、山口真実、森雪杜、木村慧、
堀慎太郎、三津谷友香、太田奈緒、木村紗智子、近藤三鈴、金野里音、菊池果歩、
山崎亜純）
舞台監督：中西隆雄

制作：なべげんわーく合同会社、植松侑子・松宮俊文（フェスティバル /トーキョー）
インターン： 岡崎由実子、神永真美、清水千奈美
フロント運営： 三五さやか

記録写真：松本和幸
記録映像：株式会社　彩高堂
主催：フェスティバル /トーキョー

Text, Direction: Seigo Hatasawa
Cast: Yukako Kudo, Haruka Mikami, Ryohei Kudo, Sakiko Otokita, Aino Okuzaki, 
Hiroyuki Sato, Miona Natsui, Erika Matsuno, Seigo Hatasawa, 
Momoji Yamada (Gekidan Nonoue, Whey Theater Linked Seinendan), 
Yoei Mikami (Kyoko no Gekidan), Shojiro Kitauo
Aomori Chuo High School Drama Club (Kazuki Ebina, Tatsuya Shiraishi, 
Kenji Matsuo, Nozomi Gaman, Karin Ozaki, Saki Oridate, Hiroko Sueyasu, 
Reo Akasaka, Natsumi Yoshida, Fumiya Sakaki, Misaki Toyoshima, 
Kosuke Hatakeyama, Yuri Yoshikawa, Arisa Kotani, Misato Matsumura, 
Shino Korekawa, Yuki Mikami, Mami Yamaguchi, Yukito Mori, Kei Kimura, 
Shintaro Hori, Tomoka Mitsuya, Nao Oota, Sachiko Kimura, Misuzu Kondo, 
Rine Konno, Kaho Kikuchi, Azumi Yamazaki)
Dramaturge, Assistant Director: Chinatsu Kudo
Sound: Mihoko Fujihira
Lighting: Toshitsugu Nakajima
Stage Manager: Takao Nakanishi
Costumes: Chieko Ikarashi 
Stage Design: Shohei Yamashita
Production: Makoto Sato

Production Co-ordination: Nabegenwork LLC., 
Yuko Uematsu, Toshifumi Matsumiya (Festival/Tokyo)
Interns: Yumiko Okazaki, Mami Kaminaga, Chinami Shimizu
Front of House: Sayaka Sango
In co-operation with Thirdstage

Photography: Kazuyuki Matsumoto
Video Documentation: SAIKOUDO Co.,Ltd

Produced by Watanabe Genshiro Shoten
Co-produced, planned and presented by Festival/Tokyo

Text, Direction: Seigo Hatasawa
Cast: Aomori Chuo High School Drama Club (Kazuki Ebina, Tatsuya Shiraisi, 
Kenji Matsuo, Nozomi Gaman, Karin Ozaki, Saki Oridate, Hiroko Sueyasu, 
Reo Akasaka, Natsumi Yoshida, Fumiya Sakaki, Misaki Toyoshima, Kosuke 
Hatakeyama, Yuri Yoshikawa, Arisa Kotani, Misato Matsumura, Shino Korekawa, 
Yuki Mikami, Mami Yamaguchi, Yukito Mori, Kei Kimura, Shintaro Hori, Tomoka 
Mitsuya, Nao Oota, Sachiko Kimura, Misuzu Kondo, Rine Konno, Kaho Kikuchi, 
Azumi Yamazaki)
Stage Manager: Takao Nakanishi

Production Co-ordination: Nabegenwork LLC., 
Yuko Uematsu, Toshifumi Matsumiya (Festival/Tokyo)
Interns: Yumiko Okazaki, Mami Kaminaga, Chinami Shimizu
Front of House: Sayaka Sango

Photography: Kazuyuki Matsumoto
Video Documentation: SAIKOUDO Co.,Ltd.

Presented by Festival/Tokyo

人の心を打つ作品としての強度を増したのだと思
う。八戸市、気仙沼市、大船渡市、釜石市、久慈市、
仙台市、利府町、宮古市、盛岡市、陸前高田市、石
巻市、山元町、塩竃市などの被災地では、バスで
着いた演劇部員たちはまず真っ先に会場を掃除し
た。椅子も自分たちで並べる。ゲネも場当たりも
やらない。乗ってきたバスは避難所からの観客送
迎車に転じ、観客はやたら元気なウォーミングアッ
プを観ながら着席する。心から観てもらいたいか
ら、被災された方々に恥ずかしくないように懸命に
演じる。そうやって、2011年9月から2014年11月
現在まで、『もしイタ』は全国の15都府県32市町で
56ステージ上演された。
　では、被災地応援公演を開始した2011年のオリ
ジナル・メンバーの感想を紹介しよう。
・ 決して生半可な気持ちではできないと、覚悟を
決めました。 被災した主人公として、実際の方々
の気持ちにどれだけ近づけるか、自分達が元気
に演じることで、観て下さった方へ元気を与えら
れるか、課題は難しく不安も募りました。（工藤
和嵯）

・ 私がまずしたのは、図書館で当時の新聞記事を
集めた本を読むことでした。震災当時は毎日暗
いニュースばかりで、それが嫌でテレビを見ずに
生活していたので、震災についてより多くのこと
を知ろうと思ったのです。（松野えりか）

・ このお芝居はハチャメチャな話になってます。僕
は自分で言うのもあれですが、この劇は面白い
し好きです。ですが地震で家族や友人を亡くし
た被災者にこの劇を見せて気分を悪くしたり、い
やな思いをしたらと思うと心配でたまりませんで
した。でも、劇が終わった後も皆泣きながら帰っ
ていき、「元気になった」「ありがとう」といって
くれたことが嬉しくてたまりませんでした。（木
谷勇太）
・ 上演中に大きな地震が来たらどうしようと、被災
地にたどり着く直前まで考えていました。震災
で困っている人たちの助けになりたくて稽古を
してきたのに、地震という恐怖から逃げたいと
思っていることがすごく情けなかったです。（岡
崎涼太）

・ 実際に見るまでは、もう大丈夫だろうとかそこま

でではないだろといい加減なことばかり考えて
いました。ですが、被災地を見たとき本当に言
葉を失いました、これが現実なんだなと思いまし
た。（夏井崇仁）　

・ 自分がどれほど恵まれた生活をしているか、被
災地の人たちがどれほどふんばっているか、心
に訴えるものがありました。こっちが元気を届け
にきたはずが、いつの間にか励まされて元気をも
らっていました。（木村妃炉里）
・ 今まで以上にこの劇への思い入れが強くなりま
した。（小寺香織）
・ 被災地で見たのは、温かく迎えて下さった現地
の被災者の方々の笑顔でした。この人達がどん
なに辛く大変なことを乗り越えてきたのか、全く
想像もつかないし、その辛さを乗り越えて尚もこ
んなに明るい顔で迎えていただけるのかととて
も驚きました。（木村昭陽）　　

・ 復興に向けて地元の方々は一歩ずつ前へ歩ん
でいると考えると、私たちも立ち止まっている訳
には行かないと痛感しました。（蒔苗有紀子）

　彼らはすにで卒業し、それぞれの進路に進んで
いる。そして、後輩たち、何代目かのマネージャー
やイタコや野球部員がどこかの体育館で「栄冠は
君に輝く」を熱唱している。畑澤は演劇部と自らの
劇団を両輪に全速力で走り続け、2014年の全国大
会（茨城）で『翔べ !原子力ロボむつ』（優秀賞）、こ
のF/T終了後の東北大会（岩手）に出場する『エレク
トリック女子高生』と、「もしイタ・システム」は深化
を増している。

2014年6月8日　野乃島（塩竈市）提供：青森県立青森中央高校演劇部


